
 

 

 

 

  

寒さが厳しくなるこの季節。作物の栽培においても、気温の低下に伴い防寒対

策が必要です。霜が降りてからでは手遅れになることもあるため、天気予報を確

認し適切な時期に霜よけをすることが大切です。 

プランターは日が当たる暖かい場所に設置しましょう。夜は室内に入れること

ができればより効果的です。 

ビニールや不織布を被せたり、藁を敷しくといった防寒方法もあります。ビニ

ールを使用する場合、プランターにＵ字型の支柱を立てたり、真っ直ぐな支柱を

プランターの四隅に立て、換気孔をあけたビニールを被せて裾を紐などで縛れば

冷気を遮ることが可能です。 

晴れた日は温度が上がりすぎてしまう場合があるので、その場合は裾を開けて

換気しましょう。 

 

 

 

 

 

 

ＴＡＣ（タック＝営農経済渉外）が家庭菜園を行う際のポイントや注意点などをじっくり

分かりやすく解説いたします！ 

 

 

 
 

 

栽培に関する疑問など、お気軽にＴＡＣ（タック）までお問い合わせください。 

 

・害虫や鳥が入らないように下まで覆う 

・水やりができるよう、下部は固定しない 

 

不織布は防虫効果の他、保温効果や霜

よけが期待でき、光も水も通します。

右の写真のようにＵ字型の支柱を立

てて掛ければ強風も軽減します。野菜

の背が低い間は支柱を立てず、フワッ

とべた掛けにしてもＯＫ。野菜の生長

に併せて対策しましょう。 

 

（開けられるようにしておく） 


